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今年も残すところあと１か月・・・気が付けば秋も終わり初冬を迎え、 

空気が澄み切ってくる季節となりました。遠くの山々がいつも以上に 

くっきりと見えたり、シーサイドラインから雪をかぶった富士山を一瞬 

ですが眺めることができたりと、この季節ならではの風景が見られるよ 

うになりました。学校に向かう道すがらの街路樹の葉も色づき始め、パ 

ラパラと落ちてきました。落ち葉の絨毯（じゅうたん）になるのももうすぐでしょうか…。 

 

 

 緊急事態宣言が解除され、しばらく自粛していた近隣校外学習をやっと再開することが

できました。「金沢総合公園」「富岡総合公園」「富岡並木ふなだまり公園」等々、集団

で歩く練習や季節を感じながらの散策など、児童生徒にとって大切な学習に再び取り組め

ることを嬉しく思っています。10月下旬には、横浜氷取沢分教室３年生が校内実習で 

郵便局から依頼されていた受注品の納品に行ってきました。直接郵便局 

の方にお渡しできて、生徒達も達成感を感じていたことと思います。 

これからも安心安全そして可能な限り感染リスクの軽減に努めながら 

児童生徒の学びを継続していきたいと思っています。 

そして、学校施設開放も再開いたしました。まだ、土曜の体育館・グラウンドのみとな

っておりますが、地域の方にご利用いただければと思っております。詳しくは、学校 

ホームページをご覧ください。 

 

～ピッカ主催 チャレンジ教室 

『ドラムサークル』が開催されました！～ 

 

10月30日(土)に一般社団法人「ピッカ」主催のチャレン 

ジ教室『ドラムサークル』が本校体育館にて開催されました。 

地域の小学校の方もいらして、親子で30名弱の方々が参加して 

くださいました。リズム打ちをしたり、体で表現したり、子どもも大人もとても楽しい時

間を過ごすことができました！ 

           今年度は緊急事態宣言等もあり、本校を会場としての開催は今回

で終了となりますが、ドラムサークルの他にもいろいろな教室が

開催されているので、今後もピッカさんに来ていただけたらと思

っています。 
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今号は、小学部Ｂ部門、中学部Ａ部門の授業を紹介します。 

 

小学部Ｂ部門 

小学部知的障害教育部門の４・５・６年生では、生活の時間

に養護教諭と一緒に『心とからだ』の授業を行っています。

『自分のからだを知ろう！』では、赤ちゃんから大人までの体の変化について知り、「自

分は今どのあたりだろう」と一緒に考えました。『大事なところを知ろ

う！』では、「水着で隠れているところは大事なところだね」と、自分自

身でからだの大事なところを確認し、ルールについても学習しました。 

『人との距離を知ろう！』では、「気持ちの良いあいだは45㎝（腕の

長さくらい）だよ」と、実際にベンチに友だちや教員と座り、腕の模型

や矢印を使って距離間を確認しました。 

この授業を通して、子どもたちに自分自身を大切にする気持ちや相手を思いやる気持ち

を育んでいって欲しいと思っています。第二次性徴期では、自分のからだの変化に戸惑う

子どもたちも多くいます。これからも養護教諭と共に、保護者の皆様のご協力を得ながら

丁寧に学習を進めていきたいと思っています。 
 

中学部Ａ部門 

中学部では、生活の授業で来年度のカレンダー作

りをしています。 

材料は紙粘土やフェルトなどの素材を使ったり、

にじみ絵をしたりして平面や立体のカレンダーが

続々と仕上がっています。11月のカレンダーでは、

校舎周辺の落ち葉やどんぐり、収穫したさつまいも

の葉などを拾って煮込み、葉の形の布を染めて秋の

風景に仕上げました。まだこれから12月から３月ま

でのカレンダーを作って完成させ、来年の４月から

は楽しみながらカレンダーを見たいと思います。１

月の金沢作品展示会でも展示する予定です！ 
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